
6歳の頃、ロンドンのパンクロッカーが着る⾰ジャンの、背中に
描かれた骸⾻に強烈な影響を受け、洋服に絵を描き始めたのが
芸術との出会い。周囲の⼩学⽣達が画⽤紙に絵を描いている中

⼀⼈洋服や鞄、家具、または誰かの描いた絵の上に描いていた
⼤学卒業後22年間建築の世界に従事した後アーティストに転⾝
現在は現代美術の画家として活動。2018年イタリアのブランド
FENDIのPEEKABOOBAG誕⽣10周年を祝うプロジェクトにおいて、

FENDIより世界の5⼈のアーティストに選ばれ、⾃らカスタマイ
ズした世界に⼀つだけのPEEKABOOを発表した事が話題となる。

2020年に才能ビザ(Passeport talent)を取得してフランスに移住。

現在フランスだけに留まらず、ドイツ、イタリア、ベルギー、
オランダ等、ヨーロッパでの活動を主に、パリにて制作活動を
⾏う。作品そのものよりもその周辺に起こる現象が結果として
作品となるアーティスト。⽣きること⾃体がアートであり、誰

もがアーティストであり、⼈⽣を謳歌することの素晴らしさを
⼀⼈でも多くの⼈に伝えたいと⽇々考えている。
1970年⼤阪⽣まれ。著書に「監禁芸術」

小川貴一郎 Kiichiro Ogawa
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＜GURU-GURU＞
「GURUGURU」は、⽇本語で「物が続いて回る様。物を幾重にも
巻きつける様。」という概念に根ざしており、⼩川の抽象的な作

⾵が持つ螺旋状の層を反映しています。元々⼦供の頃から⽬ばか
り描いていたものが、⻑い歳⽉を経て抽象化されて現在の
GURUGURUへと進化してきました。⼩川は⽬を描きます。そして
鑑賞者はその⽬を⾒ます。ですが、⽬もまたこちらを⾒ているの

です。ここには、作品が鑑賞者の暮らしをずっと優しく⾒守り続
けてほしいという⼩川の思いが込められています。また、
GURUGURUとは、作品に触れずに描くという⼩川の基本的な哲学

「paint on the air（空気に描く）」と共鳴しています。伝統的な
⼿法にとらわれない、トランス状態のような無意識の中で創作す
ることで、作品が有機的に⽣まれ、鑑賞者がそれぞれの⽅法で作
品を体験し、解釈することを可能にしています。「アートとは最

終的な⽬的ではなく、未知の世界を旅することであり、筆跡（ふ
であと）と鑑賞者の間の空間が意味を⽣み出すのです」と⼩川は
説明しています。彼の作品は、絵を描くという⾏為を、常に⾳楽
の中で泳ぎながらキャンバスとの幽⽞で無意識的なダンスへと変
貌させ、アーティストの連続的で重層的な動きが、鑑賞者に深い
没⼊感をもたらすのです。そのような現象がGURUGURUなのです

official officialofficial

barracks.ooo



Kiichiro Ogawa

barracks* anonymous design gang / artist

=2025=
・09月 2025年日本国際博覧会（大阪・関西万博）アルメニアナショナルデーにてARMENIA JAPAN FASHION ART SHOW2025開催
・09月 東京六本木GT LIVE TOKYOにてライブペイント
・09月 スペイン バルセロナ CASA BLOOMにて個展「GURU-GURU “Eye am watching you” 」開催
・06月 Galerie Nichido(Paris Saint-Honoré)にて「 GURU-GURU “Eye am watching you” 」開催
・06月 シンガポール ARCHIFEST 2025にてゲストスピーカーとして登壇
・04月 2025年日本国際博覧会（大阪・関西万博）アルメニアパビリオンユニフォームデザイン
・01月 東京 新宿伊勢丹にて個展「GURU-GURU “Eye am watching you” 」開催
・01月 Galerie La Lison(paris)にて個展「descARTes」開催

=2024=
・12月 シンガポール ISETAN SCOTTS 店VIP roomにて個展“GURUGURU –Eye am watching you-”開催
・10月 Paris 「moderne ART FAIR」 出展
・08月 大阪 阪急うめだ本店 うめだギャラリーにて個展「GURU-GURU “Eye am watching you” 」開催
・01月 ベルギー アントワープ ‘la collection’にて個展「GURU-GURU」開催

=2023=
・11月 NHK 「ザ・ヒューマン」“画家 小川貴一郎 〜“百年”に挑む〜 放送
・10月 パリ、セーヌ川に浮かぶ“Asile Flottant by Le Corbusier”にてアートプロジェクト
・09月 愛知県豊橋市“corrugated house”にてアートプロジェクト
・09月 東京 新宿伊勢丹「丹青会」にて作品展示
・04月 東京表参道“FENDI hand in hand exhibition”にてFENDIとコラボレーションしたPEEKABOO BAGを展示
・04月 イタリア Salone del Mobile.Milano 2023,OPOGGIOにて作品展示
・03月 Kunstverein Ulm(Ulm, Germany)にて「GURUGURU“Berührt – Verführt”」開催
・01月 Galerie Nichido(Paris Saint-Honoré)にて「GURUGURU “Beyond the sanctuary”」開催

=2022=
・10月 SINIBALDI GALERIE(Arles, France)にて個展「GURU-GURU」 開催
・08月 阪急メンズ大阪にて個展「GURU-GURU “Eye am watching you” 」開催
・07月 石川県小松市観音下町 Auberge“eaufeu”にて館内の全てのアートを制作
・07月 アムステルダム Merkenwinke   Exhibition“FOUR PLANES”にて出展
・04月 Galerie La Lison(paris)にて個展「GURU-GURU “Eye am watching you” 」開催
・03月 ARMINE OHANYAN PARIS にて個展「stillness and motion」開催

=2021=
・12月 Galerie Amarica(Paris George V)にて個展「GURU-GURU “Jusquʼau bout du souffle”(私の息の続く限り)」開催

・10月 ファッションブランドARMINE OHANYAN PARISとのコラボレーション発表
・09月 Bureau de Representation du Département du HYOGO 「LES ARTISTES ORIGINAIRES du HYOGO JAPON」出展
・06月 移住後初の個展「GURU-GURU」を開催

=2020= 
・11月 passeport talemt（才能ビザ）取得により、フランスに移住 
・10月 神戸ファッション美術館にて「“監禁芸術”-confinement work-」を開催 同時期に著書「監禁芸術」を発表
・09月 京都室町「然花抄院」内 gallery SUGATAにて個展“寂光”-solitude-開催 
・06月 六甲山SILENCE RESORT（旧六甲山ホテル）にて個展“93125 –watershed-”開催 
・04月 緊急事態宣言中、自らをアトリエに監禁し、1日1作品を作り続ける「監禁芸術」において45の作品を発表
・03月 ベルギーの花器ブランドDOMANIとのコラボレーションでオリジナル花器を発表
・02月 Netflixのドラマ「FOLLOWERS」内での金子ノブアキ氏の衣装のデザイン・アートペイントジャケットを提供 

=2019= 
・08月 瀬戸内芸術祭の一環として、香川県三豊市の酒蔵「三豊鶴」にて個展開催 
・07月 ParisのJAPAN EXPOに招聘され、12mの壁画制作とパフォーマンスを披露
・04月 瀬戸内芸術祭の一環として、香川県でのゲストハウス「ARCHIPELAGO」「AWASHIMA ART CANVAS」壁画制作
・03月 京都の着物店「京小町」の壁画制作 
・01月 ファッションブランド「vital」とのコラボレーションをパリで発表

=2018= 
・12月 FENDIが選ぶ世界のアーティスト5人の一人としてDesign Miamiにて、PEEKABOO BAGを発表 
・12月 FIT（ニューヨーク州立ファッション工科大学） にて講演実施 
・11月 世界に向けてのアートイベント「Silent Cabaret」の第一段開催 at 西宮浜 
・10月 LVの映像チーム、共同通信社と共に、ダ・ヴィンチ“Last Supper Alive”を発表
・09月 パリにて初の個展 “ENCOUNTER in Paris” 開催 
・08月 台北のMarriott Hotel「Renaissance Taipei Shihlin Hotel」のアート制作 
・06月 大阪 心斎橋楽天ホテルのアートディレクション 
・02月 渋谷区に徳島県の公共事業として Hotel turn tableをオープンさせる


